
令和２(2020)年度 学術変革領域研究（Ｂ） 
領域計画書（全体版）・領域計画書（概要版） 作成・入力要領 

 

領域計画書（全体版）・領域計画書（概要版）は、科研費の交付を申請しようとする者が、公募要

領に基づいてあらかじめ当該研究計画に関する内容を記入し、文部科学大臣宛て提出するものであり、

科学技術・学術審議会における審査資料となるものです。 

ついては、下記の点に留意した上で、誤りのないように作成してください。 

なお、科学技術・学術審議会における審査の結果、採択された場合には、交付内定の通知が行われ、

この通知に基づき交付申請書を提出し、研究計画等が適正と認められた場合に科研費が交付されるこ

とになります。 

 

記 

 

・この作成・入力要領は、「学術変革領域研究（Ｂ）」の領域計画書（全体版）及び領域計画書（概

要版）を作成するための要領です。 

・領域計画書は、「Ⅰ．応募情報（Ｗｅｂ入力項目）」、「Ⅱ．領域計画書（全体版）【様式Ｓ－７

６】又は領域計画書（概要版）【様式Ｓ－７５】（添付ファイル項目）」から構成されます。 

・領域計画書の作成に当たっては、公募要領に基づいて、領域代表者及び各計画研究の研究代表者が

責任を持って作成すること。特に、領域代表者は、各計画研究の研究代表者が入力する応募情報だ

けでなく、その基となる各計画研究の研究内容についても十分確認すること。 

・審査においては多数の応募研究領域が審査に付されることを考慮し、１１ポイント以上（英語の場

合は１０ポイント以上）の大きさの文字等を使用すること。  
・各項目のタイトルが必ず頁の先頭に来るようにすること。また、各項目で定められた頁数は超えな

いこと。なお、各項目の指示に沿って作成をした結果、空白の頁が生じても構わないが、その場合、
空白の頁を削除しないこと。 

・様式上の斜体の文章については削除すること。また、それ以外の指示書き及び囲み枠は削除しない

こと。 

・英語で記入された領域計画書も受け付けます。 

・領域計画書の提出後は、差替え等を認めないため、提出前に、ＰＤＦファイルに変換された領域計

画書の内容に不備（文字や図表等の欠落、文字化け等）がないか、必ず確認すること。 



Ⅰ．応募情報（Ｗｅｂ入力項目） 
 

「応募情報（Ｗｅｂ入力項目）」は、領域代表者が所属研究機関から付与された「府省共通研究

開発管理システム（e-Rad）」（以下「e-Rad」という。）のＩＤ・パスワードにより科研費電子申

請システム（以下「電子申請システム」という。）にアクセスして直接入力を行うものです。研究

組織及び経費欄の一部は、各計画研究の研究代表者が入力し提出した研究計画調書「応募情報（Ｗ

ｅｂ入力項目）」が自動表示されます。 

なお、入力内容の一部（課題名・組織情報・エフォート等）は、e-Radに提供します。 
 

※ 応募内容の確認及び審査資料の作成は、応募書類のうち、「領域計画書」の「応募情報（Ｗｅ

ｂ入力項目）」に基づいて行うため、これらの入力内容によっては当該応募領域が審査に付され

ないことや審査の結果に影響を及ぼすことがあります。作成に当たっては十分注意すること。 

 

 

１．審査希望区分 

  審査を希望する区分を以下から必ず一つ選択すること。 

「（Ⅰ）」：主に大区分「Ａ」の内容を中心とする研究課題。 

「（Ⅱ）」：主に大区分「Ｂ」「Ｃ」「Ｄ」「Ｅ」の内容を中心とする研究課題。 

「（Ⅲ）」：主に大区分「Ｆ」「Ｇ」「Ｈ」「Ｉ」の内容を中心とする研究課題。 

「（Ⅳ）」：主に大区分「Ｊ」「Ｋ」の内容を中心とする研究課題。 

（各大区分の内容については、公募要領（９２～１１５頁）を参照すること。） 

 

２．仮領域番号 

  仮領域番号発行処理を行うことにより自動表示されます。 

 

３．応募領域名 

  応募領域名は、学術変革領域研究として推進すべき研究領域の名称であることに留意して和文

名称を４０字以内で入力すること。 

また、併せて英文名称（半角２００字以内、改行は使用不可）及び領域略称名（８文字以内）

を入力すること。半角文字も入力可能ですが、全角文字と半角文字が混在する場合、半角文字も

１文字としてカウントされるので注意すること。領域略称名についても、可能な限り一般的では

ない英語の略称は使用せず、応募領域の内容が分かるように作成すること。 

   入力に当たっては、濁点、半濁点はそれだけで独立して１字とはなりませんが、アルファベット、数

字、記号等は全て１字として数えられて表示されることに留意し、化学式、数式の使用は極力避けるこ

と（例：「Ca２＋」は「Ｃａ２＋」と入力。４字とカウントされる。）。 

なお、採択後に応募領域名、領域略称名を変更することは認められないので留意すること。 

 

４．領域代表者氏名 

  e-Rad に登録されている領域代表者の情報が自動表示されます。氏名が正しく表示されている

ことを確認すること。誤りがある場合は、入力データを一時保存した上で所属研究機関の事務局

に連絡し、その指示に従うこと。 

 

５．領域代表者所属研究機関・部局・職 

  e-Rad に登録されている領域代表者の情報が自動表示されます。領域計画書作成時点での所属

情報が正しく表示されていることを確認すること。誤りがある場合は、入力データを一時保存し

た上で所属研究機関の事務局に連絡し、その指示に従うこと。 

 

６．応募領域の研究概要 

期待される成果を踏まえて、３００字程度で簡潔に分かりやすくまとめ入力すること（改行は

使用不可）。 

 

７．関連研究分野（小区分） 



 当該応募領域の研究内容に最も関連が深いと思われる小区分を関連が深い順に三つまで選定し

入力すること（最低一つは選定すること。）。 

 小区分番号一覧は入力画面から呼び出すことができます。また、公募要領（７２～９１頁）に

も掲載しているので参照すること。 

 

８．研究組織 

 各計画研究の研究代表者が入力し、領域代表者が確定処理を行った研究計画調書「応募情報（Ｗ

ｅｂ入力項目）」について、正しく登録され、漏れがないことを確認すること。 

   また、研究組織については、初期表示では研究項目ごとに研究代表者の所属する研究機関の機

関番号順（機関番号が同じ場合には整理番号順）に表示される。表示順を変更したい場合は、「表

示順」欄に、各研究項目の計画研究ごとにその順番を入力すること（半角数字のみ入力可）。 

 

９．研究経費 

 「計画研究」については、上記８．研究組織と同様に正しく登録されていることを確認するこ

と。 

 

１０．領域代表者住所、連絡先 

 領域代表者の勤務先の郵便番号、住所、電話番号、FAX 番号、Email アドレスを入力すること。 

 

１１．事務担当者 

 事務的業務を担当する研究者の氏名（カナ・漢字）・所属研究機関・部局・職及び勤務先の郵

便番号、住所、電話番号、FAX 番号、Email アドレスを入力すること。 

なお、「所属」の番号一覧については、入力画面から呼び出すことができます。 

 

１２．審査意見書作成者として適当ではないと思われる研究者 

 競争的・対立的関係にある等の理由により、審査意見書作成者として適当でないと思われる研

究者がいる場合には、氏名等及び避けてほしい理由（５０字以内）をそれぞれ入力すること（任

意、３名まで）。 

 



Ⅱ． 領域計画書（全体版）・領域計画書（概要版）（添付ファイル項目） 

 

本研究種目では、「領域計画書（全体版）」を構成する【様式Ｓ－７６】と「領域計画書（概

要版）」を構成する【様式Ｓ－７５】の二つの様式を作成する必要があります。 

領域代表者は、領域計画書（全体版）（添付ファイル項目）及び領域計画書（概要版）（添付

ファイル項目）について、文部科学省の科学研究費助成事業ホームページから様式を取得し記入

したものを、「電子申請システム」にアクセスして添付すること（それぞれ６ＭＢ以上のファイ

ルは添付不可）。 

作成に当たっては、それぞれの欄の指示に従うこと。また、様式の余白は、上20㎜、下20㎜、 

左25㎜、右25㎜で設定しており、余白の設定を変更すると、審査資料を作成する際、文字等の欠

落等の恐れがあるので、設定を変更しないこと。 

 
※ 電子申請システム上に添付する際は、記入済みのファイルを、領域計画書（全体版）、領域計

画書（概要版）それぞれ、「領域計画書入力」画面の「『領域計画書』添付ファイル項目選択」

欄にアップロードすること。 

 

 

１．「領域計画書（全体版）」【様式Ｓ－７６】 

 

（ａ）研究領域の目的、背景など 

本研究領域の目的や背景などについて記述すること。特に次の点について具体的かつ明確

に記述すること（３頁以内）。 
 
１）本提案のどういった点が、学問分野に新たな変革や転換をもたらし、既存の学問分野の

枠に収まらない新興・融合領域の創成が期待できる基礎的研究（基礎から応用への展開

を目指すものを含む）に該当するのか 
２）領域研究の応募に至った背景・経緯 
３）国際的な研究動向から見た優位性、又は我が国固有の分野若しくは国内外に例を見ない

独創性・新規性を有する（期待される）研究領域であるか（これまでの研究活動（研究

水準の現状・実績）等を踏まえて記述） 
 

（ｂ）領域マネジメント体制 

領域マネジメント体制について記述すること。特に次の点について具体的かつ明確に記述

すること（１頁以内）。 
 

１）領域代表者の研究領域の運営や推進に関するビジョン 
複数の研究者をまとめ、領域推進に当たって研究組織の総合力を発揮するために、研究

とは別に、リーダーである領域代表者が、どのような構想を持って円滑な組織運営をし、

研究領域を推進するかについて、基本的な考え方を明らかにすること。 
２）領域代表者を中心とした領域推進に十分貢献できる研究者による有機的な連携体制 

研究領域の構成について記述すること。また、概念図を用いつつ、研究領域全体の組織

図等により、総括班、各研究組織の役割及び活動内容等を明確に示すこと。 
 

（ｃ）領域推進の計画・方法 

領域推進の計画・方法について記述すること。特に次の点について具体的かつ明確に記述

すること（２頁以内）。 

 

１）研究領域及び各計画研究の具体的な達成目標 

２）１）を実現する具体的な計画・方法 

研究目的を達成するための具体的な研究計画・方法について記述すること。 

３）国内外への情報発信などの取組内容 

 



（ｄ）研究領域の波及効果 

本研究領域の波及効果について記述すること。特に次の点について具体的かつ明確に記述

すること（１頁以内）。 

 

１）将来、学術変革領域研究（Ａ）をはじめとした、より大規模な新興・融合領域の形成へ

の展望 

 

 

２．「領域計画書（概要版）」【様式Ｓ－７５】 

 

本研究種目では、本様式と領域計画書「応募情報（Ｗｅｂ入力項目）」を合わせた「領域計画

書（概要版）」のみによる事前の選考を行います（応募件数が少ない場合、事前の選考は行いま

せん）。なお、本様式は書面審査及び合議審査の際には参照できないため、本様式と「領域計画

書（全体版）」【様式Ｓ－７６】は独立に作成する必要があります。例えば、本様式に載せた図

を「領域計画書（全体版）」【様式Ｓ－７６】で引用することはできないため、必要な図はそれ

ぞれに記載すること。 

 

・「領域計画書の概要」欄 

領域計画書（概要版）に記載している指示に従って記述すること。領域計画書（全体版）に

記載した「（ｂ）領域マネジメント体制」欄の概要については「領域計画書の概要」欄ではな

く、「研究計画調書の概要（総括班）」欄において記載すること。 

 

  ・「研究計画調書の概要」欄 

    領域計画書（概要版）に記載している指示に従って記述すること。総括班の概要を記述する

に当たっては、「研究計画調書の概要（総括班）」欄（「学術変革（Ｂ）（概要）４－（１）」）

に記述すること。また、総括班以外の各計画研究の概要を記述するに当たっては、「研究計画

調書の概要（総括班以外の計画研究）」欄（「学術変革（Ｂ）（概要）４－（２）」）を複製

して、総括班の概要が「学術変革（Ｂ）（概要）４－（１）」、総括班以外の計画研究（一つ

目）が「学術変革（Ｂ）（概要）４－（２）」になるよう記述すること。なお、領域計画書「応

募情報（Ｗｅｂ入力項目）」の「研究組織」欄に記載の順番どおりに記載すること。 

 

 



 

 
 

応募情報（Ｗｅｂ入力項目）画面イメージ【学術変革領域研究（Ｂ）】 

「領域計画書入力」画面 ① 



 

 

 

応募情報（Ｗｅｂ入力項目）画面イメージ【学術変革領域研究（Ｂ）】 

「領域計画書入力」画面 ② 



 
 

 

応募情報（Ｗｅｂ入力項目）画面イメージ【学術変革領域研究（Ｂ）】 

「領域計画書入力」画面（英語版） ① 



 

 
 
 
 

応募情報（Ｗｅｂ入力項目）画面イメージ【学術変革領域研究（Ｂ）】 

「領域計画書入力」画面（英語版） ② 


